














8

　

　私は、生後 1ヶ月半から 10 歳までの幼少期を仙

台で過ごしました。住んでいた家の周りは仙台平野

が一面に広がる田園地帯でした。小学校 2年生の時

に、同じ組に、よっちゃんという男の子がいました。

よっちゃんは頭の鉢が大きな子でした。いつもニコ

ニコ楽しそうな表情をしていました。時々、友達は、

彼のことを「カブンス」と呼んでいました。「過分数」、

分子が分母より大きな分数、つまり頭でっかちとい

う意味でした。私がその意味を知ったのは、ずっと

後のことです。「かぶんすう」ではなく「カブンス」

だと思っていました。よっちゃんは、よくおしゃべ

りをしていました。私は休み時間に、たまに、よっ

ちゃんと話をしたような気がします。彼はとても低

い声で、ちょっと滑舌が悪いというのか、たぶん軽

い言語障害があったのでしょう。今思うと、彼は水

頭症だったのだと思います。ある日、よっちゃんが、

テストの答案用紙を私に見せてくれました。点数を

書き込む欄に鉛筆で「０」と書いてありました。よっ

ちゃんが「0点と書くと 100 点がもらえるおまじな

い。」と楽しそうに話してくれました。私は「ふーん」

と半分納得したような返事をしました。ただ、実際

のところ、彼の点数は赤ペンで 0点と書きこまれて

いました。

　よっちゃんには、特別仲のいい友達はいませんで

したが、意地悪をしたり、いじめたり、邪険にする

仲間もいませんでした。運動会や、学芸会では、み

んなの中で、彼なりに参加していたと思います。ま

あ、普通に、みんなの中にいたように思います。

　私が中学生か高校生になった頃、母から、当時の

個人面談で担任の先生が「網谷君は、よっちゃんの

面倒をよく見てくれる」と話していたと聞きました。

私の中に、そのような記憶はありません。さっきも

書いたように、休み時間に、たまに話をしたことぐ

らいしか覚えていません。

　この時の経験が、私が福祉の仕事に就くきっかけ

かというと、そうではありません。今回、この原稿

の依頼があり、何を書こうか考えていた時に、ふと

２、3０年ぶりに思い出したエピソードです。ノー

マライゼーションとかインクルージョンとかいう言

葉や概念などなかった時の話です。そう、55 年ぐら

い前の話です。（網谷道穂　かいゆう理事　相談支

援事業ルピナス相談支援専門員）
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編集後記　前号のこの欄に、「くにたち映画館」というイベントを、国立市内で

毎月、５月から開催していると書きました。10 月 24 日からの一ヶ月間は、「く

にたち映画祭 2021 まちじゅうが映画館」と称し、公共施設の他、カフェや個

人宅などをミニシアター化し、10 作品を上映します。コロナ禍で孤独になりが

ちなこの時期だからこそ、観終わった後に、誰かと語り合いたくなるような映画

を観に出かけてみませんか？詳細は「くにたち映画祭 2021」で検索！（な）

小野肉 多呂子の多肉沼コーナーそのⅣ

入場料
大人 1200 円
学生 1000 円


